
　
江
東
区
で
は
、
今
後
築
地
市
場
が
豊
洲
へ

移
転
す
る
の
と
同
時
に
、
豊
洲
地
区
を
中
心

に
民
間
事
業
者
に
よ
る
大
規
模
な
開
発
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
区
で
は
、

区
民
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
や
環
境
施
策
へ

の
取
組
の
社
会
的
要
請
、
災
害
へ
の
対
応
の

必
要
性
か
ら
、
官
民
が
連
携
・
協
働
し
て
、

環
境
に
最
大
限
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
概
ね
15
年
後
の
姿
を
展
望
す
る
「
豊
洲
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
を
平
成

23
年
６
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
江
東
区
に
は
、
日
本
最
大
級
の
焼
却
能
力

を
も
つ
清
掃
工
場
や
ご
み
の
最
終
処
分
で
で

き
た
埋
立
地
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
長
年
ご
み

問
題
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
こ
れ
ま
で
も
環

境
へ
の
取
組
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
16
年
に
、
当
時
と
し
て
は
国
内
最
大
規
模

の
風
車（
若
洲
風
力
発
電
施
設
）を
設
置
し
た

り
、
環
境
学
習
情
報
館「
え
こ
っ
く
る
江
東
」

な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
催
し
を
通
し

て
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
22
年
３
月
に
「
水
と
緑
豊

か
な
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
な
ど
を

目
指
す
べ
き
姿
と
し
た
江
東
区
長
期
計
画
の

策
定
や
、
そ
れ
を
環
境
面
か
ら
支
え
る
江
東

区
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
地
球
温

写真中央の豊洲地区（豊洲五丁目の一部と六丁目全域）
が海の風と水域に囲まれた緑あふれるエコアイランドに

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域

第 6回
江東区

豊洲グリーン・エコアイランド構想
〜自然の力（水・緑・光・風）を生かした環境最先端拠点としての取組〜

江東区では現在、環境に配慮した「豊洲グリーン・エコアイランド構想」に取り組んでおり、
豊洲五丁目の一部と六丁目（以下「豊洲地区」）を中心に、新たなまちづくりを行っています。

豊洲地区は築地市場の移転が決まり注目が集まる中、
環境最先端拠点として官と民が連携・協働し、エコアイランドを実現しようとしています。
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に
し
ゅ
ん
工
し
て
い
る
東
京
ガ
ス
の
ガ
ス
の

科
学
館
「
が
す
て
な
ー
に
」
や
東
京
電
力
の

テ
プ
コ
豊
洲
ビ
ル
、
新
豊
洲
C
U
B
E
な
ど

の
建
物
で
も
屋
上
や
空
地
の
緑
化
、
雨
水
の

利
用
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
や
運
河
に
囲
ま
れ
た
立
地
を
生

か
し
魅
力
あ
る
景
観
を
つ
く
る
と
同
時
に
、

水
生
生
物
が
生
息
で
き
る
護
岸
に
す
る
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
水
辺
空
間
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

　
豊
洲
地
区
で
は
、
全
域
的
な
土
地
利
用
転

暖
化
対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
工
場
な
ど
が
あ
っ
た
豊
洲
地
区

は
、
都
心
に
近
接
し
な
が
ら
も
、
東
雲
運
河

な
ど
の
水
域
や
旧
防
波
堤
の
緑
な
ど
豊
か
な

自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。
こ
う
し

た
地
域
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
環
境
最
先
端

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
土
地
利
用
の
転

換
を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

“
６
つ
の
視
点
”と
防
災
ま
ち
づ
く
り

　
豊
洲
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想

は
、
水
・
緑
・
光
・
風
な
ど
の
自
然
を
生
か

し
環
境
を
重
点
的
に
整
備
す
る
と
い
っ
た
他

に
類
を
見
な
い
環
境
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
そ

の
た
め
の
「
６
つ
の
視
点
」
を
基
本
と
し
て

官
民
が
連
携
・
協
働
し
て
い
く
と
同
時
に
、

さ
ら
に
平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
を
へ
て
都
市
の
防
災
機
能
の
重
要
性
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
区
民
の
生
活

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
防
災
の
観
点
か

ら
も
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

構
想
で
は
、＂CITY 

IN

 TH
E G

REEN

＂

の
実
現
を
目
指
し
て
地

区
内
の
公
共
空
間
の
緑

化
を
先
導
的
に
行
い
、

緑
の
骨
格
と
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
区
の

ま
わ
り
は
ぐ
る
り
と
親

水
緑
地
で
囲
ま
れ
、
東

西
・
南
北
を
貫
く
幹
線

道
路
に
は
街
路
樹
が
整

備
さ
れ
る
な
ど
、
す
べ

て
の
都
道
・
区
道
で
歩

道
緑
化
を
行
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
屋
上
緑

化
や
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整

備
な
ど
区
民
や
企
業
と

協
力
し
て
地
区
内
の
緑

を
持
続
的
に
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
現
在
す
で

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

公共主導による緑の骨格づくり

宅地の緑化を推進

住民参加で緑を育む

「CITY IN THE GREEN」の実現プロセス

地区の現状と土地利用計画

「豊洲グリーン・エコアイランド構想」を実現するための基本的視点

“まちの中に緑がある”のではなく“緑の中にまちがある”
というくらい緑化を進めるという取組。区は“CITY IN 
THE GREEN”（緑の中の都市）の実現を目指す

環
境
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

“
６
つ
の
視
点
”

…緑あふれ人とふれあう緑環境の実現緑環境視点１

…水を生かし人とふれあう水域環境の実現水域環境視点２

…環境負荷を低減する最先端技術の導入環境技術視点３

…環境と人にやさしいエコモビリティの導入環境交通視点４

…安全安心な暮らしを支える生活環境の実現安全安心視点５

…環境コミュニティによる持続発展的な仕組みエリアマネジメント視点６

防
災

ま
ち
づ
く
り

…自立できる安全なまち防災対策

新豊洲CUBE

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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築
地
市
場
の
移
転
で
注
目
を
集
め
て
い
る

豊
洲
地
区
を
含
む
区
内
南
部
地
域
は
、
近
年

整
備
・
開
発
が
進
め
ら
れ
、
急
激
に
人
口
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
都
心
に
近
く

利
便
性
の
い
い
立
地
で
あ
る
た
め
人
気
の
エ

リ
ア
で
す
。
ま
た
、
工
場
、
倉
庫
等
の
再
編

に
よ
る
大
規
模
な
土
地
利
用
転
換
な
ど
未
利

用
地
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
近
年
の
著
し
い

開
発
は
豊
洲
の
ま
ち
の
様
子
を
大
き
く
変
え

て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
１
月
か
ら
平
成
25
年
１
月
ま
で

の
５
年
間
で
区
内
の
人
口
は
約
５
万
２
０
０

０
人
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
半
数
が

南
部
地
域
で
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
区

内
の
他
地
区
と
比
較
し
て
０
~
９
歳
、
30
~

49
歳
の
比
率
が
高
く
、
子
育
て
世
帯
の
転
入

換
が
行
わ
れ
る
た
め
、
一
か
ら
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
利
用
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
も
計
画
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
風
力
・
ガ
ス

の
圧
力
差
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

な
ど
最
先
端
技
術
に
よ
る
取
組
も
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
公
共
交
通
網
を
充
実
さ

せ
、
自
転
車
の
共
同
利
用
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
）
を
推
進
す
る
な
ど
交
通
の
側
面

か
ら
も
低
炭
素
化
の
実
現
を
目
指
し
た
り
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
環
境
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
地
域

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
な
ど
を
検
討
す

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

高
潮
や
津
波
対
策
と
し
て
防
潮
堤
を
整
備
し

た
り
、
市
場
で
の
緊
急
物
資
の
受
け
入
れ
・

緊
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
、
船
舶
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
な
ど
豊
洲
地
区
な
ら
で
は
の

機
能
を
生
か
し
た
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

　
構
想
は
、
一
部
の
周
辺
地
区
に
お
い
て
ま

ち
開
き
が
予
定
さ
れ
る
平
成
27
年
度
ま
で
の

５
年
間
を
「
始
動
期
」、
そ
の
後
の
平
成
32

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
「
概
成
期
」、
そ
れ

以
降
を
「
成
熟
期
」
と
し
、
概
ね
15
年
後
の

姿
を
展
望
す
る
も
の
で
す
。

　
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
24
年
度
に

「
環
境
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立
し
、

計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
に
「
環
境
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
各
施
策
の
実
施
主
体

や
時
期
、
内
容
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

　
現
在
区
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
区
内
を

気
軽
に
ま
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

の
導
入
を
目
指
し
、
臨
海
部
で
民
間
企
業
と

の
協
働
に
よ
り
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
豊
洲
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想

で
掲
げ
て
い
る
視
点
の
ひ
と
つ
に
、＂
環
境

と
人
に
や
さ
し
い
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導

入
＂が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
そ

の
取
組
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
み
ん
な

で
共
同
利
用
す
る
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

取
組
で
、
自
転
車
を
現
在
18
か
所
あ
る
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
借
り
て
自
由
に
乗
る
こ
と
が
で

き
、
利
用
後
は
他
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
返

せ
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
観
光
に
、
区
民

だ
け
で
な
く
区
外
か
ら
の
観
光
客
に
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、
毎
日
の
通
勤
や
営
業
な
ど
に

日
常
的
に
活
用
し
て
い
る
利
用
者
も
い
ま
す
。

観
光
客
か
ら
は
「
自
転
車
で
気
持
ち
よ
く
臨

海
副
都
心
エ
リ
ア
を
ま
わ
れ
た
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
お
り
、
実
証
実
験
と
し
て
の
取

組
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
継
続
的
に
続
け
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
出
て
い
ま
す
。

　
実
証
実
験
は
東
雲
・
有
明
・
青
海
・
台
場

な
ど
豊
洲
以
外
の
地
域
も
含
め
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
施
区
域
は
歩
道
が
広
い
た
め
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が
容
易
で
歩
行
ス
ペ

ー
ス
を
邪
魔
し
な
い
こ
と
か
ら
、
実
験
に
適

し
た
場
所
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
取
組

に
よ
り
、
地
区
内
の
回
遊
性
向
上
に
よ
る
に

ぎ
わ
い
創
出
や
自
動
車
移
動
の
減
少
に
よ
る

C
О
２

の
削
減
等
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

幹線道路に街路樹を配した
り水辺空間として親水緑地
を整備するなど、地区内に
は憩いの場が広がる

（写真はイメージ）

コミュニティサイクル実証実験の取組は区民にも好評で、
実験期間終了後も存続の要望が高い

開
発
が
進
む
豊
洲
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が
多
い
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
近
年
の
急
激
な
人
口
増
加
を

受
け
、
周
辺
地
域
も
含
め
た
対
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
が
、
豊
洲
地
区
周
辺
に
不
足
し
て
い
る

医
療
資
源
の
整
備
で
す
。

　
増
加
し
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
育
み
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
昭
和
大
学
と
協
定
を
締
結
し
、
豊
洲
五

丁
目
に
地
下
１
階
・
地
上
10
階
建
て
の
昭
和

大
学
江
東
豊
洲
病
院
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
病
院
は
来
年
３
月
に
開
院
予
定
で
、

区
内
で
特
に
不
足
し
て
い
る
女
性
外
来
や
小

児
・
周
産
期
医
療
を
重
点
化
し
た
＂
女
性
と

こ
ど
も
に
や
さ
し
い
病
院
＂
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
24
時

間
３
６
５
日
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
災

害
拠
点
病
院
と
し
て
感
染
症
疾
患
等
に
対
応

す
る
な
ど
、
急
速
な
都
市
開
発
が
進
む
臨
海

部
を
中
心
と
し
た
南
部
地
域
の
医
療
の
中
核

的
な
病
院
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
区
で
は
、
現
在
豊
洲
駅
前
に
（
仮

称
）
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
平
成
27
年
４
月
に
開
設
予
定
で
す
。

地
下
１
階
・
地
上
12
階
の
建
物
の
中
に
は
、

区
の
出
張
所
、
３
０
０
席
の
ホ
ー
ル
を
備
え

た
文
化
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
が
併
設
さ

れ
、
区
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
か
所
で

提
供
す
る
複
合
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

南
部
地
域
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
区
民
が
集

い
憩
う
施
設
と
し
て
、ま
た
、災
害
時
の
備
え

と
し
て
新
た
に
防
災
倉
庫
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
環
境
面
に
配
慮
し
て
お
り
、

昭
和
大
学
江
東
豊
洲
病
院
は
運
河
に
面
し
た

立
地
を
生
か
し
、
屋
上
や
壁
面
、
敷
地
内
に

積
極
的
に
緑
化
を
行
い
、
水
と
緑
に
囲
ま
れ

た
＂
パ
ー
ク
ホ
ス
ピ
タ
ル
＂
を
実
現
し
ま
す
。

　
ま
た
、（
仮
称
）シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、＂
緑

の
里
山
＂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
屋
上
緑

化
や
各
階
に
樹
木
を
配
し
た
構
造
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
や
雨
水
利
用
の
機
能
、
建
物
外
装
材

の
熱
損
失
を
抑
え
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
仕
様
と

い
っ
た
、
高
水
準
の
環
境
性
能
を
有
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
洲
を
中
心
と
し
た
新
た
な

環
境
整
備
へ
の
取
組
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
環

境
最
先
端
の
開
発
と
し
て
、
区
外
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

高層マンションの建設等による開発が進む区内臨海部は近年人口
が著しく増加している

来年３月に開院予
定の昭和大学江東
豊洲病院のイメー
ジ図。運河に面し
た立地を生かし、
屋上や壁面・敷地
内に積極的に緑化
を行い、水と緑に
囲まれた“パーク
ホスピタル”を実
現する

（仮称）シビックセンター内図書館の“おはなしのへや”
のイメージ。区内南部地域の人口急増に対応するために、
センター内には図書館・出張所の機能も備える

　昭和10年の開場以来、都民の暮らしを支えてきた築地市場は、施
設の老朽化や物流形態の変化などにより、平成22年10月、東京都は
築地市場の豊洲移転を進める方針を打ち出した。区としても東京都か
らの協議を受け、新市場整備に伴う課題への対応を求めたうえで了承
し、平成23年に豊洲への移転が決定した。現在、平成27年度中の市
場施設のしゅん工を目指し整備が行われている。
　予定地にはかつてガスの製造工場があり、製造工程で生成された有
害物質による土壌及び地下水汚染が確認されたため、現在処理作業が
進められている。
　新市場は、市場施設以外にも“千客万来施設”として、“食”を中
心としたにぎわい創出のための施設も設置される予定となっている。

築地市場が移転し豊洲新市場へ

（仮称）シビックセンターフロア構成図
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